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けんぽ

と ぴ っ く す

IBM健保組合の財政状況は?
　IBM健保組合を他の健保組合と比較してみると…
　医療費の高い伸び、一層重くなる納付金負担が財政を圧迫

「My Health」では、IBM 健保組合の厳しい財政状況について毎回お知らせしてまいりました。
前号（80 号）では、このような状況の中、保険料率を引き上げて 2014 年度予算編成を行い、
その概要についてご報告しました。では、IBM 健保組合の状況は健保組合全体から見るとどう
なのか、健保組合の全国組織である健康保険組合連合会（健保連）が発表した「平成 26 年度
健保組合予算早期集計結果の概要」をもとに見ていくことにしましょう。

２
０
１
４
年
度
の
健
保
組
合
全
体
の
現
状

～
保
険
料
率
を
引
き
上
げ
て
も
、な
お
赤
字
に
～

　
健
保
連
に
よ
る
と
、
２
０
１
４
年
度
予
算
が
経
常
収
支
で
赤
字

と
な
っ
た
健
保
組
合
は
全
体
の
約
８
割
に
上
っ
て
い
ま
す
。一
方
、

収
入
の
柱
で
あ
る
健
康
保
険
料
の
料
率
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
健

保
組
合
も
含
め
約
３
割
の
組
合
が
引
き
上
げ
て
お
り
、
収
入
面
で

の
増
加
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
大
部
分
の
健
保
組
合
が

赤
字
と
い
う
状
況
で
す
。

　
ま
た
、
２
年
連
続
で
保
険
料
率
引
上
げ
を
行
っ
た
健
保
組
合
も

１
５
５
組
合
と
、
引
上
げ
組
合

の
４
割
近
く
に
達
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
は
厳
し
い
状
況
が
毎
年

の
よ
う
に
続
い
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
今
回
の
予
算
集
計
で

は
、
一
人
当
た
り
の
年
間
保
険

料
の
推
移
を
示
し
て
い
ま
す

が
、
現
在
の
高
齢
者
医
療
制
度

が
発
足
す
る
前
年
の
２
０
０
７

年
度
と
比
べ
約
８
万
３
０
０
０

円
（
21
・
６
％
）
も
増
加
し
て

い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
（
裏
表
紙
参
照
）。

　
こ
れ
ら
の
結
果
、
全
健
保
組

合
の
保
険
料
率
の
平
均
は
88
・

６
１
／
１
０
０
０
と
さ
ら
に
上

昇
し
、
協
会
け
ん
ぽ
（
全
国
平

均
１
０
０
／
１
０
０
０
）
以
上

の
健
保
組
合
も
２
５
１
組
合

（
全
体
の
18
・
４
％
）
に
達
し
て

い
ま
す
。
一
方
、
重
い
負
担
が

課
せ
ら
れ
て
い
る
納
付
金
（
後

期
高
齢
者
支
援
金
・
前
期
高

齢
者
納
付
金
）
の
保
険
料
収
入
に
占
め
る
割
合

は
平
均
45
・
４
％
、
50
％
以
上
の
健
保
組
合
は

４
４
６
組
合（
全
体
の
32・６
％
）に
上
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
保
険
料
率
を
引
き
上
げ
て
収
入
増
を

図
っ
て
も
な
お
、
保
険
料
の
半
分
以
上
を
他
の

制
度
へ
持
ち
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
を

示
し
て
い
ま
す
。

グラフ①

経常収支状況と保険料率引上げ組合数の推移

（注 1）2007 ～ 2011 年度までは決算、2012 年度は決算見込、2013 年度は予算、2014 年度は予算早期集計の数値。
（注 2）保険料率引上げ組合数は、2007 ～ 2012 年度までは前年度決算、2013 年度は 2012 年度決算見込との比較。
　　　  2014 年度は予算データ報告組合（1,367 組合）と 2013 年度予算との比較。
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全健保組合の2014年度予算状況から見た

高齢者医療制度が発足

→ 16 頁（裏表紙）も
　ご覧ください。高齢者医療

への負担



3 ★ 2014 summer  

平
均
よ
り
低
い

Ｉ
Ｂ
Ｍ
健
保
組
合
の
保
険
料
率

　
前
号
で
も
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
健
保
組
合
の

２
０
１
４
年
度
予
算
で
は
、
不
足
す
る
収
入
を
補
填
す
る
た
め
の

積
立
金
等
が
枯
渇
し
て
い
る
こ
と
か
ら
前
々
年
度
に
引
き
続
き
保

険
料
率
を
改
定
し
、
よ
う
や
く
予
算
編
成
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
た
だ
、
改
定
後
の
保
険
料
率
は
80
／
１
０
０
０
で
あ
り
、

グ
ラ
フ
②
で
わ
か
る
よ
う
に
、
全
健
保
組
合
の
平
均
か
ら
は
ま
だ

ま
だ
低
い
と
い
え
ま
す
。

後
期
高
齢
者
支
援
金
へ
の
「
全
面
総
報
酬
割
の
導
入
」
で

負
担
は
増
大
、
再
び
赤
字
幅
が
拡
大
へ

　
で
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
健
保
組
合
の
財
政
状
況
は
、
保
険
料
率
を
改

定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
他
の
健
保
組
合
に
比
べ
良
好
な
状
況
に

あ
る
と
い
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。
主
に
加
入
者
の
医
療
費
に
充

て
ら
れ
る
法
定
給
付
費
を
み
る
と
、
被
保
険
者
一
人
当
た
り
約

31
万
７
０
０
０
円
で
、
全
健
保
組
合
平
均
の
約
24
万
３
０
０
０

円
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
（
グ
ラ
フ
③
）、
医
療
費
等
の
支

出
に
多
く
の
予
算
を
割
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
す
。
し

た
が
っ
て
今
後
、
も
し
、
想
定
外
の
高
額
な
医
療
費
支
出
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、
予
算
が
不
足
す
る
事
態
も
十
分
考
え
ら
れ

る
こ
と
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
２
０
１
４
年
度
は
保
険
料
率
改
定
に

よ
る
収
入
増
で
支
出
を
賄
う
こ
と
が
で
き
た
と

し
て
も
、
２
０
１
５
年
度
に
は
納
付
金
の
う
ち

後
期
高
齢
者
支
援
金
に
「
全
面
総
報
酬
割
の
導

入
」
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
加
入

し
て
い
る
被
保
険
者
全
員
の
報
酬
総

額
が
高
い
ほ
ど
支
援
金
の
額
も
高
く
な

る
と
い
う
し
く
み
（
詳
し
く
は
「M

y 
H

ealth

」
78
号
参
照
）
で
、
実
施
さ
れ

れ
ば
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
健
保
組
合
等
は
一
層
重

い
納
付
金
負
担
増
を
強
い
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
再
び
予
算

編
成
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
も
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。
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グラフ②

2014年度保険料率別健保組合数

グラフ③

IBM健保組合と全健保組合平均の
法定給付費比較（被保険者一人当たり額）

IBM健保組合 全健保組合（平均）
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（万円） 約 317,000 円

約 243,000 円

※2014年度予算ベース
※加入者すべての法定給付費を被保険者数で除した額
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　グラフ④のように、IBM 健保組合加入者（被保険者）の報酬月額（給
与の月額に相当）はほぼ横ばい、賞与額では減少傾向にあるにもかかわ
らず、法定給付費はここ数年、2007 年度に比べ 20% を超える伸び率
が続いているほか、納付金は年々、伸び率が高くなってきています。

医療費の伸びは高止まり、納付金は急増
IBM健保組合加入者の近年の傾向をみると…

グラフ④　IBM健保組合被保険者一人当たり報酬月額、賞与額、
　　　　 法定給付費、納付金の推移

※2007年度を「100」としたときの伸び率の推移

→ 4 ～ 5 頁も
　ご覧ください。2013 年度

決算


